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1 はじめに

2020年初頭からの急激な新型コロナウィルス

COVID-19の感染拡大により、当年春学期には多くの

教員が十分な経験や知見を持たないまま、遠隔授業で

の授業開講を余儀なくされた。筆者もその一人である。

暗中模索の中、手探り状態で授業準備を進めたが、１

つだけ特に留意した点がある。それは、単なる情報提

供型の授業にしない、ということである。ただし、当

該の授業は英語英米文化学科の１年生全員が履修する

大人数（70名超）の講義科目であるため、同時双方向

型（Zoomなどを利用）の授業運営は難しいと判断し

た。そこでオンデマンド型の授業で、しかも、筆者の

限られたIT技術の範囲内で、可能な限り学生主体で

学生が自ら考え、参加するような形式の授業になるよ

う心掛けた。スライド作成に様々な工夫をし、学生に

寄り添うような形で授業を運営した。結果的には受講

者からは予想以上に肯定的に受け入れられた。本小論

は、2020年度春学期実施の本学英語英米文化学科の１

年生向けの授業である「異文化コミュニケーション論

Ａ」を学生参加型で運営するために、授業期間中に考

えた様々な工夫、留意点、今後の課題などの記録であ

る。筆者が独自で行った学生からの授業コメントを引

用しながらその効果や課題を検証する。

2 基本は「面接授業に相当する」教育効果

授業実践とその留意点に入る前に、遠隔授業に関す

る基本や留意点について確認しておきたい。

2020年春からの新型コロナウィルスの急激な広がり

を受け、日本の教育機関は急遽、緊急避難的に「緊急

時遠隔教育」（ERT:EmergencyRemoteTeaching）

（原島・ジェンキンス 2020）を行った。どちらかと

いうと場当たり的にビデオ会議システムや学習管理シ

ステム（LMS:LearningManagementSystem）を

利用した感は否めない。本来ならオーストラリアやア

メリカの多くの大学が、その分校に通う受講生やキャ

ンパスに通学できない学生のために実施している「遠

距離教育」（DistanceEducation）のような、学習目

標とコースデザインをしっかり考えたうえで、学習効

果を考慮しつつ行われるべきものであろう。あるいは、

世界の大学間の授業をICTで結び、共修学習をプロジェ

クト型協働学習方式で行う“COIL”（Collaborative

OnlineInternationalLearning）のように、国際的

な共修学習を行うことが教室内の対面学習より、より

高い教育効果が期待できるときに利用するのが遠隔学
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要 旨

本小論は、新型コロナウィルスの感染拡大により余儀なくされたオンデマンド型遠隔授業「異文化コミュ

ニケーション論Ａ」を、可能な限り帰納的（inductive）かつ、学生参加型（participatory）で運営するた

めに筆者が2020年度春学期に思案した工夫、留意点、課題などの記録である。学生からの授業コメントを引

用しながらその効果や課題を考察する。手探り状態で授業準備を進めたが、遠隔授業であろうとも「面接授

業に相当する」教育効果のある授業にするために、いくつかの点に特に留意した。具体的には「スライドは

学生にまとめさせる」「音声を添える」「教え過ぎない」「身近な事例を用いる」「課題は応用問題のみにする」

「体験型要素を取り入れる」「学生自身に教えさせる」「素早い個人的フィードバックを心がける」「感情を揺

さぶる教材を使用する」「加算方式の評価をする」などである。「有意味学習論」や「内発的動機付け」とそ

の関連領域の学習理論を応用し、授業スライドと課題の提示に様々な工夫をした。結果的には予想外に学習

者から肯定的に受け入れられた。

キーワード

オンデマンド、遠隔授業、異文化コミュニケーション、アクティブ・ラーニング、有意味学習論



習であろう。

日本でも文部科学省2001年の告示第51号により、大

学で遠隔授業により単位を与えることが可能となった

が、その最も大きな運営条件は、「面接授業に相当す

る教育効果を有する」授業の提供である（文部科学省

2001）。その他、具体的な要素として授業終了後すみ

やかに設問解答、添削指導、質疑応答などによる十分

な指導を行う双方向的な（意見交換の機会が確保され

る）授業の運営が期待されている。

今回のような「緊急時遠隔教育」であろうとも、上

記のように学習効果に配慮して厳しい条件の下で授業

を行うことは、受講生の立場にたてば当然であろう。

文字のみの資料を提供し、課題を提出させるが、フィー

ドバックをなかなか返さないような授業運営は許され

ない。考えれば、他人が書いた要点しか書いてないよ

うなスライドを誰も読みたいと思わない上、読んでも

内容が理解できるとは思えない。音声で補足し、視覚

的な補助やエピソードが添えられ、十分に考える時間

とそれを共有できる仲間がいて、初めて学習がスムー

ズに成立する。単なる講義や読み物やビデオの提示な

どは、頻繁に学習定着率や昨今のアクティブ・ラーニ

ングなどで引用されるLearningPyramid（理論的な

もので実証されているものではないことに留意

（Lalley.J.&Miller,R.2007））を引くまでもなく、

高い教育効果を得ることは難しいと思われる。たとえ、

対面授業と全く同じ授業をビデオクリップで提供して

も、その場の空気感や質問の機会などが確保できない

場合は、一方的な情報提供であり、よほど工夫がない

限り、高い教育効果を上げることは期待できないであ

ろう。

ここで紹介する「異文化コミュニケーション論」と

いう授業では、異文化間コミュニケーションに関する

基礎「知識」を増やし、「文化相対主義」（文化には上

下優劣はないとする考え方）にもとづく、寛容的・非

差別的な｢態度｣を身につけ、積極的に異文化を持つ人

間と「行動」することができるための基礎能力を身に

つけることが目標である。もともと対面授業であって

も、「知識」だけではなく、学習者に「態度」や「行

動」の変容を期待する授業であり、一方的な情報提供

でその目標は達成できない。だが、問題はオンデマン

ド型の授業で、本学のLMS（CoursePower）上で主

にパワーポイントによるスライド教材を提供するだけ

でそれが可能になるか、という点である。しかも、可

能な限り学生が主体的に参加し、考え、情意面や行動

面を刺激するような授業を展開することができるのだ

ろうか。

難しいと考えたが20年も前にすでに素晴らしい類似

の実践があり、ヒントを得ることができた。同志社大

学経済学部の教育実践事例である。同大学では2001年

から、教室での面接授業を一切行わずインターネット

配信でのみ授業を提供し、正課授業科目として単位を

認定する「オンデマンド型インターネット授業」を開

始し、大きな成果をあげている。宮崎（2003）によれ

ば、授業評価では、遠隔授業の方が「かなり理解しや

すい」「やや理解しやすい」「双方とも違いはない」を

合わせると91.3％にもなったという。教員の講話、板

書、教材をデジタル化して配信し、加えて質疑応答や

設問回答、添削指導、受講生と教員および受講生同士

の意見交換が、電子メールや電子掲示板により行われ

た。受講者の授業への関わりや教員とのやり取りが密

であり、授業の満足度が上がったことが想像できる。

ただ、システムの枠組みは分かったが、具体的にどの

ような点に留意して、どのような教材を作成し、どの

ようなフィードバックを返したかなど、授業の方法や

留意点までは不明であった。だが、91.3％もの受講者

がこの授業スタイルを肯定的に受け入れたことはその

枠組み以外に、教員の並々ならぬ工夫や努力があった

に違いないことは容易に察することができる。同じ枠

組みを使ったとしても、異なる教員が運営すれば、同

じだけの評価を得られたかは疑問である。重要なのは、

その担当者がどのような資料をどのように提供し、教

育効果をあげるために、どのような点に留意したかで

ある。ここがわかれば、類似の遠隔授業にも応用し一

般化できる。本小論に意義があるとすれば、その留意

点や工夫の中身を、20年後の現在における学習管理シ

ステム（LMS）と新しい教育上の知見を利用しなが

ら、学習効果の観点から紹介することである。

以下、この授業の概要と授業を活性化させるための

考え方や工夫について考察していきたい。

3 授業の概要と活性化の基本

まず、簡単に「異文化コミュニケーション論Ａ」の

１学期間の授業内容（簡易シラバス）と１時間の授業

の流れを述べておきたい。

この授業は本学の英語英米文化学科の１年生全員が、

春学期に履修する「指定科目」である。再履修者や他

学科からの履修者を入れると70～80名の履修者がいる。

春学期は、以下のようなトピックを扱った。

１）なぜ異文化コミュニケーションを学ぶか

２）文化とコミュニケーションの関係

３）言語コミュニケーションの特徴

４）非言語コミュニケーションの特徴

５）カルチャーストレス・カルチャーショック

６）ステレオタイプ

７）異文化適応

８）価値観と価値前提

中部大学教育研究 No.20（2020）
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９）偏見

10）差別

11）内なる国際化

12）異文化コミュニケーション能力とは

13）異文化理解教育

14）復習と課題提示

15）まとめ

１つのトピックについて、１回の授業で完結する。

通常の対面授業であれば、上記の授業に加えて学期に

２回ほどの大きな課題と定期試験がある。今回は講義

を短縮版とし、定期試験、「内なる国際化」は割愛し、

本来なら別々に扱う「偏見」と「差別」を一回の授業

で扱った。授業後に毎回、課題としてエッセイの提出

を課した。

授業形態は上記のようにオンデマンド型の遠隔授業

である。本学のLMSであるCoursePowerを用いて、

パワーポイントで作成した20枚前後のスライドを授業

予定日の４日前までに提示した。同時に履修者のLINE

グループ上にその旨を知らせた１）。各スライドには２

～３分で筆者が音声で解説を添付し、学生は筆者の補

足説明を聴きながらスライドをめくり、自分のペース

で学習を進める。そのまま聞き流せば30～40分で全て

見終わるが、各スライドにはウェブページへのリンク

や小さな課題などがあり、実際にはスライドを読み終

わるには、ほとんどの学生が90分以上を要していたよ

うだ。実際、課題のエッセイの執筆まで入れるとこの

授業に関して２～４時間ほど勉強する。今学期は本学

では正式な授業評価を行わなかったが、非常勤先でよ

く似た授業に関して学習実態の調査をしたので、これ

を参考にすると、そこでの１回分の受講に対しての学

生の学習時間は１～２時間が28％、２～３時間が48％、

３時間以上が20％、１時間未満が４％であった。２時

間以上学習していたものを合計すると68％である。筆

者の予想より多くの時間をかけて授業に取り組んだよ

うだ。

その後、学習者はそのトピックに関連した700文字

前後のエッセイを、２日後までに提出することになっ

ている。この課題の提出によって出席確認としていた。

４回以上未提出（80％未満）により単位を落としたも

のが４人いたが、残りの学生は皆、期限内に全ての課

題を提出した。LMS上に投稿された課題は筆者が１

人１人目を通し、400文字前後のコメントを加えて可

能な限り２日以内にフィードバックを返した。以上が

授業の一連の流れである。

さて、授業活性化の工夫であるが、その基本は学習

者が何らかの形で授業に主体的に関わるにはどうする

かという点であり、これを意識しながらスライドを作

成し、課題を考えた。講義や資料提供だけではなく、

LearningPyramidでいう「視聴覚の多様」「実践

（実例）を観る」「他人とディスカッションをする」

「自ら体験する」「他の人に教える」という学修定着率

が高いと言われている学習活動の要素を、オンデマン

ド型のスライド中心の学習形態に取り入れることとし

た。具体例は後述する。

この授業を組み立てる上で学習理論の基盤としたの

は、「有意味学習論」と「内発的動機づけ」とその関

連領域の理論である。「有意味学習論」（Ausubel

1968）とは学習者本人にとって学ぶ意味のあること、

あるいは本人の生活と何らかの形で関係することを題

材として学ぶことが、学習定着率の向上に繋がるとい

考え方である。英語学習を例に取れば“What'sthe

weatherlike?”とか“Whatdayisittoday?”な

どと、頻繁に小学校や中学校の英語の授業の始まりに

教員が学習者に聞くことがあるが、これは学習者にとっ

ては全く学ぶ意義がない質問であると考える。学習者

は窓の外をみれば天気はわかる。当日が何曜日である

かなどということは、誰でも知っていることである。

学ぶ本人にとって話したり学んだりする意義があるこ

との方が学習効率は良いという考え方である。

「内発的動機づけ」（intrinsicmotivation）とは、

将来の就職のため、あるいは試験でよい成績を取りた

いためなどの理由で学ぶのではなく、本人にとって楽し

いから、あるいはその学習自体に意味があると考えるか

ら学んでいるという心理状態をいう。これに対して、

「外発的動機づけ」（extrinsicmotivation）は、動機

の源が自分ではなく、外からの原因や刺激に起因する

動機付けをいう。Deci& Ryan（1985）は、人間には

自律性（autonomy）の欲求、有能性（competence）

の欲求、関係性（relatedness）の欲求という３つの

本質的な欲求があるとした。自律性とは自分の行動は

自分で選択し責任を持ちたいという欲求であり、有能

性の欲求とは、自信や自己効力感を持ちたいという欲

求であり、関係性の欲求とは周囲の人や社会と繋がっ

ていたいという欲求である。これらの３つの欲求が満

たされたときに、人は内発的に強く動機づけられて行

動するという考え方である。言語学習であれば、自ら

選んだ言語や教材で、学習段階の上昇を実感しながら、

目標言語を用いて文字や口頭で意思疎通ができる喜び

を知るという一連の言語学習活動が、動機づけをさら

に刺激するというものである。この考え方を異文化コ

ミュニケーションの遠隔授業にも応用した。

このような基本的な考え方のもと様々な工夫をして

みた。それらの工夫がどのように学習者らに受け入れ

られたかを、彼らのコメントを交えて以下具体的に紹

介する。

オンデマンド型遠隔授業の活性化
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4 活性化の工夫とその評価

主な授業の活性化の具体的な工夫は以下の10項目に

集約される。

１）授業スライドは学習者が作る

２）音声を添える

３）身近な事例で「有意味学習」

４）優れた外部リソースを活用

５）教え過ぎない（自分でまとめ、考える）

６）課題は全て応用問題

７）体験する、他の人に教える

８）素早いフィードバック

９）加算方式の評価

10）感情を揺さぶる教材の使用

以下、スライドの例も示しながら具体的に説明した

い。

4.1 授業スライドは学習者が作る

「自己決定理論」（Deci& Ryan1985）に従えば、

学修の自律性は非常に重要な学修の継続性に関わる要

素である。そこで授業用のスライドは筆者ではなく、

学習者自身に作ってもらうこととした。学習者らをい

くつかのグループにわけ、そのグループ内で相談して、

春学期の担当トピックを選ばせた。そして、そのトピッ

クについて、担当グループに責任を持って授業用のス

ライドを作成してもらうこととした。一年生であり、

協働作業は慣れていないことは想像できたが、筆者が

修正すればいいだけの話である。提出されたスライド

の質よりも、彼らが授業の教材づくりに関わること自

体が動機付けに繋がると考えた。予想通り、提出され

たスライド教材は、ほぼ全面的に書き直す必要があっ

たが、以下のようなコメントから、この方法は意義は

あったと考えられる。

・クラスメイトとの共同作業により、協調性の向上に

も繋がった。

・毎回の授業で使用するパワーポイントも、自分たち

で作成したものなので、達成感があった。

・自分が作成したスライドが授業で出てきたときはちょっ

と興奮した。

・他の人が上手にまとめていたので驚いた。

4.2 音声を添える

スライドに筆者の音声を添えたのは非常に好評であっ

た。スライドで要点だけを説明もなしに提示されても、

情報の厚みや幅が無いため、理解に至らないことが多

い。一見無駄に思える授業中の小さなコメントや関連

したエピソードなどが理解を助けてくれるのである。

実際、学生からの授業評価に関するコメントでもっと

も多かったのは、この音声添付についてである。以下

のスライドのように、筆者の解説音声ファイルを画面

上に貼り付けた。学習者はこのスピーカのアイコンを

クリックすることにより、このスライドに関する解説

を聞くことができる仕組みになっている。

学生からのコメントには、以下のようなものが多く、

この音声が対面授業に近い臨場感を生み出していたよ

うだ。

・音声が付いていたので「対面授業」のようで分かり

やすかった。

・音声がある方が聞きそびれる心配もなくしっかり学

べました。音声を添付した形であれば、直接授業に

近いものだったと感じます。事例や体験談があり理

解しやすかった。

・音声入りのパワーポイントで教えていただけること

で自分のペースで進められるためメモを取りたい時

は一時停止して、もう一度聞きたい時は巻き戻すな

どができていました。

・実際に先生が実体験なども交えながら説明してくだ

さっている音声のおかげで、文章だけではわかりに

くいものなどもわかりやすかった。

4.3 身近な事例で「有意味学習」

添付する音声ファイルでの解説では、教科書の内容

やスライドで提示している概要を繰り返さないように

心がけた。スライドの内容をそのまま説明するのは情

報の繰り返しであり、予習した学習者にとっては冗長

な情報でしかない。音声で提供する情報は可能な限り

要点と関連するエピソードや学習者に身近な例を取り

あげ、彼らにとって「有意味学習」が成立するよう心

がけた。例えばステレオタイプや偏見に関する授業で

は、それらが何であるかという定義より、具体的に学

習者たちが抱くだろうステレオタイプや偏見などにつ

いて、音声で問いかけた上で、それについて事例を豊

富に使って解説することとした。

また、その事例やエピソードやスライドに登場する

画像も、可能な限り学習者らと関係ある人や既知の物
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図１ 音声を加えたスライド



事であることを心がけた。以下のスライド（図２）は、

非言語コミュニケーションに関するものだが、左の写

真は英語英米文化学科の教員と先輩たちがピースサイ

ンをしている。その右の写真の中でのハグシーンは１

年生らがこれから留学する可能性の高いオハイオ大学

での歓迎会からのものである。服装も非言語コミュニ

ケーションではメッセージを持つ重要な媒体だが、こ

れも本学の入学式後の教員と学生の服装とオハイオ大

学での歓迎会の服装を事例として示している。このよ

うに自分と関連する現実の世界を例に挙げ、学習者自

身にとって関連があり、見ること、学ぶことに意味が

あることを心がけた。

学習者からの以下のようなコメントからも、このよ

うな身近な例や画像が学習を助けたことがうかがえる。

・写真にいま流行りのものが多く使われていて、わか

りやすく、授業を受けていてとても楽しかったです。

この先もしもオンラインの授業が続いても安心して

授業を受けることができると思いました。

・どれも自分が体験することだらけだと思います。私

は来年の長期留学に参加したいと考えているので、

そのためにはこの授業のことをしっかりと覚えてお

きたいと思います。

・先輩方の体験記が面白かったり今までいろんなもの

に対して持っていた偏見自体に対しても考え方が変

わったりしました。

・例文やわかりやすいたとえがあり、先生が解説を付

けてくださったことで、対面授業により近い授業を

受けることができ、深く学べたことがたくさんあり

ました。

・初のオンライン授業ということで大変だったと思い

ますが、毎回丁寧なスライドを作っていただき、音

声も入れていただき、ありがとうございました。毎

回ノートをとってしまうほど、楽しい授業でした。

4.4 優れた外部リソースを活用

授業用スライドは全て自前の教材を準備するのが理

想だが、今回のような緊急事態には、そのような時間

的余裕はなかった。加えて、教員１人のアイディアや

能力でできることは限られている。しかし、ネット上

にある優れた動画や画像はこのような問題を瞬時に解

決してくれる。これらの外部の優れた教材にリンクを

張ることによって、授業がよく練り上げられたテレビ

ドキュメンタリーと同じような効果をうみ出してくれ

ることもある。じっさい、これらのビデオ教材を観て

感動し、考え方や生き方が変わりましたなどと発言す

るような学習者も現れた。

以下のスライド（図３）はステレオタイプについて

のものだが、筆者が解説するより上手に様々な動画を

使って説明してあるYouTubeのビデオクリップへの

リンクを張り、さらなる理解を促した。

以下は、学習者からの外部リソースに関するコメン

トである。 動画のみならず、 筆者がクラウド

（Dropbox）に格納しておいた写真や文書もリンクを

張ることによって更なる発展学習が容易になり、非常

に有効であった。

・参考資料のビデオも授業理解にとても役立った。

・特に好きだった授業は張素の動画を見て感想を書い

た授業です。私は中国に対してあまり印象が良くな

くかかわりを持つことに抵抗がありました。そんな

偏見を持っていたのだが、あの授業で180度考え方

は変わりました。

・加えて、参考資料参考動画が多くあり、私が普段触

れないものに触れることができ、面白かったですし、

知識が深まったと思いました。この講義は私にとっ

て世界が広がるきっかけになった面白い講義でした。

・PowerPointを見て、ビデオを見て、レポートを書

くとなると90分じゃ全く足りなかったです。でも、

時間を忘れてレポートを書けるくらいこの授業は面

白かったです。私はいろんな科目のなかでこの授業

が１番好きで楽しいと感じます。

・張素ちゃんの動画を見て色々なことを学べました。

行動力や観察力や努力など自分より年下の子がやっ

ていて余計心にしみました。自分の今まで足りない

部分が再確認出来たのでとてもよかったです。張素
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図２ 有意味学習の例

図３ 外部リソースの利用



ちゃんが日々日本語を覚えようとし、クラスメイト

の人たちが一生懸命教えようとしていた所に感動し

ました。

・オンライン授業じゃなかったら張素ちゃんの動画に

も出会わなかったかもしれません。この素晴らしい

動画に出会わせてくれた先生に感謝します。

・パワーポイントで丁寧に説明してくださったり、動

画をたくさん用意してくださったりしてとてもわか

りやすい授業だったと思います。

・今回の遠隔授業は長いようで短かった。与えられた

課題には苦労したが、いろいろと自分でも異文化の

事を考えることが出来た。この中で良かったところ

は、映像を使っての授業だ。もし普通の授業だった

ら板書するのに必死だ。

・カルチャーショックを学んだ時、とても衝撃が大き

かった。先輩たちの感想を見て、日本で感じている

不安は海外へ行くと倍以上の不安になることを知っ

た。私は人見知りが激しいためこの話を見たとき、

とても不安になった。それと同時にとても考えさせ

られた。

4.5 教え過ぎない（自分でまとめ、考える）

筆者の教員としての座右の銘に“TellmeandI

will listen; Teach（Show） me and I will

remember;Involve me and I will learn.”-

BenjaminFranklin.がある。これは、アメリカ先住

民や孟子の教えとも言われているが定かではない。だ

が、アクティブ・ラーニングの重要性を世界中で、昔

の人がすでに気が付いていたことは間違いない。

アクティブ・ラーニングというのは英語では、

Participatory Teachingという。 Communicative

LanguageTeaching（コミュニケーションを取りな

がら、意味を伝えることを中心に置き言語を学ぶ方法）

が主な教育方法となっているELF/ESL/EIL（国際共

通語としての英語教授法）教育の分野では、ごく自然

な発想であり、授業は常時学生参加型でなければなら

ないと考える。学生を積極的に授業に関わらせる技術

（studentinvolvement）は授業評価の基準としても

最も基本的なことである。よってアクティブ・ラーニ

ングの考え方は「当たり前」過ぎて、この重要性をわ

ざわざ主張する人はいない。

しかし、これは他の全ての教科においても本来は同

じではないだろうか。情報をスプーンで口から与える

（spoonfeeding）ような授業では、学習者は頭を働

かせないし、学習効果は低くなりがちだ。受講者の立

場からしても情報を与えられるだけの授業が興味をそ

そるとは思えない。もちろん、単純な講義でも刺激的

でウィットに富み、学習者の頭がフル回転し、知的で

感動的でさえあるものもある。例えば、あのTED

TALKS�のビデオで世界で最も視聴されている講演

者であるSirKenRobinsonの講義などはそのいい例

である。氏はスライドさえも使わない。だが、あのよ

うな神業的な講義は普通の教員には難しい。学生に様々

な問いかけをし、その反応をまとめ、さらに課題や作

業を共有しながら効果的な授業を成立させることが一

般的だろう。教え過ぎないで、学生と一緒に考える。

ここに学生の能動的な学習への参加を期待するのであ

る。受験勉強ではないのだから、答えやルールを直ぐ

に提供し、「もっと勉強したい人は自分で頑張ってく

ださい」という教え方は、学校教育にはそぐわない。

このような考え方のもと、LMS上の提示スライド

では、可能な限り筆者が全ての情報をまとめて提供す

ることはしないようにした。学習者が自らネットで調

べて、スライドにある表を完成させる、あるいは、ま

ずは筆者が質問を用意し、一度学習者に考えさせてか

ら、次のスライドで情報提供するという形式にした。

例えば、図４はステレオタイプについての導入用のス

ライドだが、まずは自分の中にあるステレオタイプに

ついて気づかせることを目的としている。これを文字

で説明してしまうと学習の「気づき」が起こらない。

しかし、こうやって帰納的（inductiveteaching）に

考えさせることによって、自らその背景にあるルール

や考え方に気づき、記憶により強く刻まれることとな

ることが期待できる。

このスタイルの学習方法は学生は不慣れであるため、

戸惑うのではないかとも考えたが、以下のコメントに

もあるように、深く考えるきっかけになったようだ。

・やはり授業の中で「気づかされる」ことが僕的には

一番面白いのかなと思いました。

・異文化コミュニケーション論の授業は毎週自分自身

を考えさせられてとても深い授業でした。特に自分

に足りていないものがよく分かったと思います。

・偏見と差別の授業でも考えさせられることが多くあ

り、これも、関西人はうるさい、すぐどついてくる

などといった偏見から始まり、それを種にして差別
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図４ 自分でまとめ考える



が始まってしまう。偏見は見た目で相手に言う事も

行動を起こすこともないですが、差別は実際行動に

移している。これがなかなかなくならないのが現状

なので、過去にも学んだとおり、相手の文化を受け

入れて、自分にあてはめてみる。そういったことを

取り入れていきたいと考えさせられた春学期の授業

でした。

・「ステレオタイプ」について考えさせられました。

ステレオタイプは私たちの脳内に常に存在していて、

その情報や記憶を元にあるものをこういうものだと

当てはめていることを知りました。

・張素から学ぶ異文化コミュニケーション能力では、

文化相対主義が大切だと改めて考えさせられた。

4.6 課題は全て応用問題

授業が理解できたかどうかを確かめるには、その概

要をまとめさせるというのが一般的だ。だが、それは

あくまで、与えられた情報をどれだけ記憶に留めたか

という点の確認にしかすぎない。本来、課題とはそれ

に取り組むことにより、さらなる深い理解を促すもの

でなければならない。特に、異文化コミュニケーショ

ン論という学問の性質上、受講者の「態度」や「行動」

の変化を促すような課題を提供したいと考えた。深く

考えさせ、情意レベルに訴えるような課題である。そ

のためには、学んだことを自分の生活に照らし合わせ

て、どのような態度や行動をとるべきかを考えるよう

な課題が必要である。そこで、基本的に課題は全て応

用問題とすることとした。例えば、授業で学んだこと

を何も知らない仮想中学生に理解できるように説明す

る、授業で学んだ問題が自分（日本人）の生活のなか

でどのように表れているか、どのように対応できるの

かを考える、ビデオ教材について学んだことと絡めて

感想を書くなどの課題である。このような課題に取り

組むことにより、「感動した」「考え方が変わった」

「～しようと思った」などという「態度」や「行動」

の変化を促すような学習体験ができると考えた。

図５は価値観や志向（例えば、日本人は調和志向、

集団志向、謙遜志向などの傾向がある）についての課

題だが、これを十分理解したかどうかを確かめるため

に、調和志向、集団志向、謙遜志向とは何か？という

問いかけはしていない。ここでは、自分の今までの生

活体験（嫌われるのが嫌で発言しなかった、高校まで

トイレにまで友達を誘って行った、「つまらないもの

ですが」と言いながら手土産を渡したなど）や映画や

ことわざに表れる日本人の志向について事例や体験談

を記述し、解説することを要求している。図５の例で

はやや難しいことも考慮し、例をいくつか示してある。

以下の学生からのコメントを読む限り、課題に取り

組むことにより、認知レベルを超えて情意レベルでの

刺激が強く、態度や行動の変化があったことがうかが

える。

・自分の未熟さを感じられる授業だった。異文化コミュ

ニケーションという教科を受講し、物事の考え方が

変わったと感じる。

・将来の夢もなく、外国に強い興味もなかった私は、

こんな気持ちでここにいることを情けなく思ってい

た。あの先輩方の経験談を読んでから、留学に強い

憧れを抱き、世界を知りたいと思うようになった。

そうすると、ほかの授業も楽しくなり、ここ最近は

充実している。

・カルチャーショックの先輩方の経験を読み、深く感

動し、感銘を受けた。

・私が最も印象深かった授業は、「小さな留学生」で

す。本当に良い影響を受けました。あんなに小さく

わからないことが多い年齢にも関わらず自分を信じ

で学ぶ意欲はとても感動しました。異国の地で不安

なことがあり泣きながらでも一生懸命人と関わる姿

は本当に尊敬しました。とても勇気がいります。そ

んな彼女の姿を見て来年留学する時、私も積極的に

コミュニケーションを取り、「自分から学ぶ」を大

切に過ごしていきます。

・張素の日本に来てからの、今まで全く触れても来な

かった文化と小学生ながら必死に馴染もうと努力し

ている姿にとても感動しました。日本に来る前とそ

の一年後に張素が中国へと帰ったときの彼女の成長

した姿を比較すると「人はこんなにも変わるものな

のか」と感動したのを覚えています。私も彼女の考

え方を見習い、一人の人間としてもっと成長できる

よう頑張りたいと考えています。張素ちゃんを見習っ

て過ごしていきます。

4.7 体験する、他の人に教える

「討論」「体験を通した学習」「他人に教える経験」

などはアクティブ・ラーニングで用いる基本学習形態
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図５ 自分の体験の中から答える



である。しかし、これをスライド中心のオンデマンド

教材で実現することは難しい。だが、遠隔授業で学ん

だことを身近な人間（親しい友人や家族）に話したり、

やって見せたり、教えることで、このような主体的・

参加型の学習スタイルが経験できる。だが、授業以外

で、学習者自らがこのような行動をとるとは考えづら

いので、課題とするしかない。外発的な動機付けによ

る学習行動の誘発であるが、これが肯定的な経験とな

れば、内発的なものにも変化することも期待できる。

これをきっかけに、家族や友人と遠隔授業で学んだこ

とを共有し、議論することも可能となると考えた。

図６は、国や民族での違いばかりではなく、全ての

人間の間で起こるコミュニケーションは異文化間コミュ

ニケーションである、という考え方を理解するための

簡単な実験である。指を組み左親指が上か、右親指が

上か、それはなぜか、などと家族間で考えてもらう課

題であり、それを上手に説明しているビデオがある。

学習者らにはこのビデオを視聴してもらった後、家族

を相手に同じような実験をして、それを確認し、課題

として報告してもらった。さらに、家族間の対話の臨

場感を提出課題に持ち込むために、文字ではなく、音

声ファイルとして筆者にLINEを使って送ってもらう

こととした。このような課題を課すことにより、「討

論」、「体験を通した学習」、「他人に教える」状況など

が必然的に生まれることを狙っている。

図７は、「異文化コミュニケーション教育」を扱う

授業で使用したスライドである。体験的、発見的な学

習方法がどの程度有効なのか、家族を相手にやってみ

よう、と促すスライドである。これは課題ではなかっ

たが、授業の一環として、学習スライドの中に入れた。

異文化コミュニケーション訓練で最も大切なことは、

異文化の違いの背景や原因を自ら発見し、（疑似）体

験的に理解することである。

以下の実験の１つ目は、対人距離の実験である。自

分の顔を家族の１人に近づけ、相手がのけ反ったとこ

ろが、対人距離の限界であることを理解するというも

のである。２つ目は「お城」を家族に描かせ、それが

西洋のお城か、日本のお城か確認するというものであ

る。同じ「城」の話をしていても、互いの経験（文化）

が異なると別のイメージを持っているかもしれない。

これがコミュニケーションがスムーズに進まない原因

になるかもしれないということを、体験的に気づいて

もらうことが狙いである。３つ目は、異文化適応能力

である「自己修正」の難しさを行動や感情のレベルで

体感してもらうための実験である。普段と異なる行動

をしてもらい、違和感やその難しさを実感するという

課題である。オンデマンドのスライド中心の授業のみ

ではこのような学習形式は不可能だが、家族となら体

験的に学ぶことができる。家族との笑いや違和感の伴っ

た学びの機会は絶好の参加型の授業になりうる。この

ような課題を課すことによって、学習者が深く関わる

ParticipatoryTeaching（アクティブ・ラーニング）

が可能となる。

これらの課題に対する学生からのコメントは少なかっ

たが、肯定的なものが２つあったので紹介しておく。

・おかあさんに指を組んでもらったら、親指の位置が

私と違っていて驚きました。ビデオでも言っていま

したけど、家族の中でも異文化ってあるのだとわか

りました。

・先日、コンビニで並んでいたら、前の人が床の線に

視線をやって、私をにらんできました。ソーシャル

ディスタンスを促していたのでしょう。対人距離っ

てあるんだと実感しました。

4.8 素早いフィードバック

４月に手元に届いた本学からの遠隔授業に関する文

書には毎回課題を課すように指示されていた。これは

同時に毎回それに対してフィードバックが必要である

ことを意味する。実際、筆者は延べ200名前後の学生

に対して、春学期中に毎週300通ほどのフィードバッ

クを返した２）。自分で決めたことだが、正直これには

閉口した。真面目にフィードバックを返すとなると、

他の仕事に手が回らない。しかし、学生、とくに不運

な１年生のことを考えると、他の教員同様、一人一人
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図６ 自分の体験の中から答える

図７ 家族で実験してみよう



の課題に対して、個人的に評価とコメントをつけてフィー

ドバックを返すしか選択肢はなかった。再度、同じ状

況になるとすれば、同じことはしないだろうが、あの

状況では、何とかやるしかないと考えた。教員ならご

く自然なことで、多くの教員が同じような想いでこの

状況に対峙していたのではないだろうか。

この「異文化コミュニケーション論Ａ」でも、毎週

LMS上にあげられる約70件の700文字前後のエッセイ

に対して、可能な限り、２日以内に評価とコメントを

返却した。図８は、提出された700文字のエッセイに

対しての筆者のフィードバックの一例である。だいた

い400文字前後で返答した。コメントの最後に10点満

点（X/10）で評価を示した。図８の学生は非常に素

晴らしいエッセイを書いたので、10点満点中13点の評

価点を獲得した。この方式については、次の節で説明

する。

このフィードバックは学生からの授業コメントを読

む限り、非常に肯定的に受け止めてくれたようだ。筆

者もこのコメントを繰り返している間に、対面授業よ

り学生一人一人をより身近に感じたこともあった。提

出されたエッセイを読みながら、一緒にその学生の顔

写真をコンピュータ画面上で開くことが親近感を助長

したのかもしれない。

この素早い一人一人に向けたフィードバックに関し

ては多くの学生がコメントした。以下に、いくつか紹

介する。

・すべての課題に評価だけでなく一言コメントが添え

てあったので、そのコメントを読むことで次の授業

も頑張ろうと思った。

・忙しい中、先生からの評価とコメントをしてくれる

のがとてもうれしかったです。

・課題の評価やコメントを毎週してくださった事が、

モチベーションの向上に繋がりました。

・不安ながらに出したレポートも先生は毎回コメント

をつけてくれたり、良い点数をくれたりと、私は嬉

しい気持ちになりました。それが私の自信にもなり

ました。最初は苦手意識を持っていた文章も慣れて

くると楽しくなりました。

・時には先生に迷惑をかけてしまったこともあって、

それは申し訳なく思っている。自分の課題が良くな

い時には丁寧にコメントをしてくれたことには感謝

をしている。

4.9 加算方式の評価

従来の試験では一般的に目標点（満点）である100

点に対して、そこからどれだけ遠かったか、あるいは

どれだけ不正確であったかということで「減点」する

ことにより評価を与える。できないことに対するペナ

ルティーが100点からの減点である。しかし、本来試

験とは、教員と学習者ともに、どこの理解が難しかっ

たのかなどを確認するための 「診断テスト」

（diagnostictest）であるべきであり、また、試験を

受けることが学習の動機付けの一助となるものであろ

う。特に、今回のような緊急事態下の授業毎の小課題

は、評価というより、次の授業への動機付けとしての

役割は大きい。よって、できたことに対して点数を積

み上げ、基本的に学生への鼓舞を目的とする「加算方

式の評価」を採用することとした。筆者の課題に対し

て、期待以上のエッセイが返却されれば、満点である

10点を超えて11点、12点をとることも可能とした。

これはもともと、英語教育における「国際英語論」

の考え方を応用したものである。国際英語論では意味

が通じるかどうかが問題であり、発音や文法が多少不

正確であったとしても、コミュニケーション上、十分

な「国際汎用性」があれば減点すべきではないとする。

特に非母語話者が母語話者のように完璧な英語を話し、

書くことはほぼ不可能であり、それを求めること自体

が意味のないことであるという考え方に基づく。目標

はあくまで「自分が設定する可能な限り高いレベルの

汎用性のある英語を操ることである」とすれば、いつ

までたっても母語話者のような発音や完璧な文法で英

語を操れない自分を責めることも、途中であきらめる

こともない（塩澤 2016）。現実的で非母語話者学習者

に寄り添う、新しい考え方である。「異文化コミュニ

ケーション論Ａ」の授業でもこのような発想に基づき、

できないことを減点するのではなく、可能な限りでき

ること、理解したことに対して加点することとした。

その結果として、満点である10点を超える評価を得る

者もいた。この方が、学習者の動機付けを刺激し、次

に繋がる評価となったことは明らかである。彼らから

は以下のようなコメントがあった。

・次も頑張ろうという意識の向上につながったと思い

ます。

・加算された分の嬉しさが確実にあった。たとえ満点

を取っても、あの一点が欲しかったら次はどう回答

しよう、というように、どこが間違いでどう“いけ
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図８ 課題へのコメントサンプル



なかったか”ではない向上心を擽ってくれたと思う。

・加算方式の評価は、自分自身のモチベーションが上

がったので、次も加算してもらえるように頑張ろう

と思えてよかったです。

・書いた内容を満点よりも多い点数をつけてもらえる

と、とても嬉しかったので毎週評価を見るのが楽し

みでした！

・満点を頂いても十分嬉しかったのに、さらに追加点

を頂くと、次回へのモチベーションが上がった。学

生の意欲的な授業の取り組みに加算方式は有効だと

思う。

4.10 感情を揺さぶる教材の使用

定着率が高い学習方法は、アクティブ・ラーニング

としての討論や体験学習を伴ったものだろうが、同様

に感動したり、驚いたり、恥ずかしい想いをして覚え

たものも記憶に残ることが多い。単語なども努力をし

た記憶はないが、無意識のうちに記憶しているものは、

一定の状況の中で、感動や恥ずかしい想いを伴って学

んだものであることが多い。そこで、認知レベルでは

なく、この感情のレベルで学習者に訴える教材作りを

心がけた。異文化コミュニケーションのように、学習

者に「態度」や「行動」の変容を期待する授業では、

感情を揺さぶるような教材づくりが不可欠である。

具体的には、「あ～、なるほど」とうなずける発見

学習、海外で大変な想いをした本学先輩の実話、TED

など深く考えさせられるプレゼン、ステレオタイプや

偏見に関するドキュメンタリーなどを多用した。これ

を課題で、自らの体験などと絡み合わせて考えてもら

うことで、より深い感情のレベルの学びがおこること

を期待したのである。

学習者からのコメントは上記の4.5や4.6と重なる部

分が多いのでここでは省略するが、「考えさせられる

深い授業でした」「本当によい影響をうけました」「物

事の考え方が変わりました」「深く感動し、感銘を受

けた」「人はこんなにも変わるのかと感動した」「「自

分から学ぶ」を大切に過ごしていきます」「一人の人

間としてもっと成長できるように頑張りたい」などと

いう文言が見受けられ、態度や行動の変化があったこ

とを示唆している。これは従来の知識伝達型の授業で

は不可能なことである。

5 課題と解決に向けて

手探りで始めた授業形態であったが受講者からは想

像を超える好評価を得て、苦労が報われた想いである。

ただし、課題も多い。最も大きな課題は、オンデマン

ド型の授業であるため、素早い質疑応答が難しかった

ことだ。学生からのコメントでも、自分の課題が的を

射ているかどうか不安で、課題執筆中に教員に質問を

したかったというものがあった。１年生全員がLINE

で筆者（と多くの英語英米文化学科の教員）や学生同

士ともつながっていたため、その気になれば質問も可

能であったろうが、教員に個人的に質問をするのは気

後れしたのかもしれない。もちろんLMS上でも教員

に質問はできたはずだが、電子メールと同じで、タイ

ムラップが足かせとなった可能性が考えられる。オン

デマンド型の授業に加えて、必要に応じて適切な時間

に希望者だけでも同時進行型の短い補足的授業を設け

ることにより、これは解決したのかもしれない。だが、

実際にそれだけの手間を掛けるかどうかは、またコス

トベネフィットを考えなければならない。

また、学生からのコメントで他に改善点として挙げ

られたのは、学生同士の意見交換の場が十分に確保さ

れていなかったことだ。これもLINEグループを利用

すれば可能であろうが、70名以上の仲間が一斉に読む

となると学生たちは躊躇しがちである。Zoomや

GoogleClassroomなどで小部屋を用意すれは少人数

での議論が可能だが、このような形態の授業を受けた

学生からの報告では、学生同士だと発言が少なく、気

まずい時間が流れるだけだったという指摘もあるから

難しい。

さらに、授業の活性化という意味で改善点を挙げれ

ば、さらに学生中心、学生参加型のスライド作りや学

習活動を含める努力をすべきだったというものがある。

上記のようにいくつか授業活性化の工夫はしたが、全

てのスライドが学習者自身で調べて、周囲の他の人と

議論し、さらに自ら情報収集したり、調査するような

形式であったわけではない。その半数近いページはま

だまだ情報提供型のスライドであった。１学期間の授

業を終えた今、さらなる授業の活性化に向けてさらに

工夫し、改善することは可能かと思われる。

以下は受講者からの改善に対するコメントの主なも

のである。

・他の人が授業に関する内容でどんな経験をしたこと

があるのかを聞いてみたかったなと思いました。

・また一緒に勉強する友（ライバル的存在）がいない

ので一人で努力する才能のある人しか勉強が進まな

いと思います。

・友達と意見の交流ができないことだと思います。意

見の交流をすることで自分とは違った角度で物事を

見られて新しいことに気づくきっかけになるかもし

れない。でも、Zoomでグループを作られても直接

話したことがないので気まずいかもしれない。

・自分一人で授業を受けるため自分に甘えが出てしま

うこともあったり、話す友達もいないため「何して

いるのだろう？」と感じ、寂しくなったりすること
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も何回かあった。

・緊張感の欠如によるやる気の低下、課題の提出を忘

れることです。私自身いつでもやれるという思いか

ら提出し忘れた課題があります。

・授業でわからないことがあっても先生にすぐに聞け

ない事だ。他の先生の中にはメールしても返信がこ

ない先生もいて大変戸惑った。

・声付きのスライドで授業を聞いて、レポートを提出

するという流れですが、結局、終始無言の状態なの

で、意見交換の練習として、クラスワークの機会を

設けることができたらと思いました。

6 まとめ：態度や行動の変化を促せたか

冒頭で触れたように、この授業は、異文化コミュニ

ケーションに関する基本的な知識を獲得するばかりで

はなく、「文化相対主義」に基づき、考え、行動でき

る学生を育むことが授業の目標である。顔を見ること

も不可能なオンデマンド型の授業で、情意や行動のレ

ベルでの変化を期待できるのか当初は不安であった。

実際、不可能に近いと考えていた。本来は、対面授業

で多くの「帰納的発見型学習」や「疑似体験型学習」

を通して、やっと何とか一定のレベルで理解できるよ

うになる。だが、色々工夫しながら１学期間、この授

業を運営してみて、それはある程度可能であることが

実感できた。遠隔授業であるため、学習者らは必ず自

ら能動的に学習し、十数回の課題を提出しなければな

らなかったという意味では、対面授業より、遠隔授業

形態の方が、真面目に学習に取り組んだのではないだ

ろうか。また、対面ではないため、対人的な不安がな

く、落ち着いて学習できたという学生もいるかもしれ

ない。

以下の学生からの評価コメントからは、かなり深く

考え、情意的にも刺激的な授業内容もあったことが推

察できる。また、これからの彼らの行動面でもそれな

りの影響があることが予想できる。以下のコメントは、

この授業で「自分が変わったかもしれない」と書いた

学生たちのコメントである。やや多いが、授業の活性

化の工夫の効果と本講義の目的が達成できたかどうか

を判断するよい資料となるので、ここに挙げさせてい

ただきたい。１）行動や考え方の変化、２）授業への

興味の高揚、３）偏見や差別意識への気づき、４）感

情のレベルでの学びの４つのグループに整理した。

１）行動や考え方の変化

・最近では、ふと見かけた疑問などについて、今まで

では考えようともしていなかったことに対して考え

ようとしている自分がいてとても驚きました。

・この授業を受けてから考え方の幅が増えた気がしま

す。人の考え方に寛容になりました。

・この授業を通じて、私は少しでも異文化に寄り添え

るような人間になりたいと思った。

・異文化の授業はこれからの私の生活に大きく響くと

思う。外国人をいい意味で見る目は変わるし、尊重

を必ずすると思う。それほど異文化に触れられてよ

かったと思える授業内容だったと思う。

・私はこの授業を通して知ることができたけれど、周

りには自分の価値観で勝手に、外国人に対してよく

ない印象を持っている人がいると思います。その子

たちにも、この授業で習ったことを、教えていけた

らいいなと思いました。

・このステレオタイプの授業を受けてからは、イメー

ジだけで物事を判断するということが少なくなった。

それは、この授業で、実際に体験してみることが大

切であり、人から聞いた情報だけで物事を決めつけ

てしまうのは偏見や差別につながることがあり危険

であることを知ったからである。

・地元のミスコンに出てみた。出会った全ての人と関

わり、実際に授業で学んだ「接触仮説」として、他

の参加者にコミュニケーションをとってみたが、以

前鬱病にかかっていた人、自分の魅力を引き出した

いと考えている人、自信がないからこそ変わりたい

と思っている人、など様々な考え方や文化に触れる

ことができた。その体験から、自分自身の生き方に

おけるステレオタイプや偏見に気づいた。皆一人ひ

とりが全力で努力し、自分と向き合っていた。

２）授業への興味の高揚

・異文化コミュニケーションはほんとに好きな科目に

なったので、遠隔でもここまで受けられてよかった。

楽しかったです。

・結果的にこの「異文化コミュニケーション」の授業

を最後まで受けて本当に面白くて良かったです。

・授業は少し笑いがでて疲れが飛んだ感じがして楽し

かったです。

・もっと異文化について理解を深めていきたい。

・カルチャーショックという言葉や差別や偏見につい

て分かっていると思っていたけれど、講義を受けて

はじめてそれがどういうことなのかを知り、もっと

学びたいと思わせてくれた講義でした。

３）偏見や差別意識への気づき

・自分の中にある差別意識に気づき、細心の注意を払

う必要があると思いました。

・自分でも本当に驚かされました。「差別するとかほ

んとサイテー」とか言っていた自分が恥ずかしいで

す。この様に自分の気づいていないところで差別し
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てしまっているのかもしれないととても考えさせら

れ、これからの自身の行動が変わると感じました。

・私はこのエピソードにハッとさせられた。実際アフ

リカ系の人たちに電車で会ったことはないが、想像

してみたら無意識にも避けてしまうかもしれないと

思った。これは私の中にある、紛れもない差別の気

持ちだと気づいた。私は自分の中にある偏見や差別

の気持ちに今気づけたことも、本当によかったと感

じている。

・これまで、自分は差別や偏見をしない、していない

と思っていました。でも、この講義を受けて少なく

とも偏見は持つことがあったとわかりました。外国

人を珍しそうな目で見てしまうことって結構あるけ

ど、じっさいに自分がその立場だったら、ものすご

く居心地が悪いと思うし、嫌だと思います。相手の

立場に立って考えてみる、ということも学べました。

・差別というものは日本ではあまり関係のないことだ

と思っていた。いざ考えてみるとコロナでの差別や

在日外国人への差別なども見えてきた。学んだこと

から関心を持って自分で調べ、今現実で起きている

事に目を向けることは大切だと学んだ。私ひとりの

問題に向き合う力は小さいが、関心を持つ人が増え

ることで何らかの効果があることを期待している。

・異なる背景の人と実際に接してみることで、自分が

どれだけ狭い経験でそのイメージに当てはめていた

のかを知り、違いは発見なのだから自分のステレオ

タイプに基づいて価値判断をしないことが重要だと

理解しました。

４）感情のレベルでの学び

・知識が増えた状態で見た張素ちゃんのビデオにはと

ても感動させられました。張素ちゃんはとても幼い

ときに異国の地に行き、言葉も通じない小学校にも

通っていました。そして、必死にコミュニケーショ

ンをとろうとする姿とその行動力には、感無量でし

た。

・あんなに小さい子が異国の地でたくさん考えて、考

えて強く生きて行く姿にはとても感動させられまし

た。彼女の行動力や忍耐力は自分が留学した時に参

考にしたいと思うものがたくさんあって、彼女の強

さを見習いたいと思いました。

・私も中学生時代に同じクラスの留学生がいましたが、

そんなにも苦労しているとは思いませんでした。もっ

と助けてあげられたのにと後悔しました。

ただ、遠隔授業は対面学習に匹敵するほどの効果を

あげることができるとは思えない。その場の空気感、

学び合う仲間の温かさ、笑い、意見交換、加えて疑似

体験学習などは、異文化コミュニケーションの授業で

は欠かせない。紙面やバーチャル空間でのコミュニケー

ションもコミュニケーションには変わりないが、その

媒体の一部でしかない。コミュニケーションとは基本

的には対面であり、異文化間でのコミュニケーション

問題が起こる場面も、対面であることが多い。これを

実感しながら学ぶには対面授業が最適である。しかし、

今回のこの遠隔授業の経験は、その可能性と利点と課

題を浮き彫りにしてくれたことは間違いない。今後、

さらに洗練されれば、対面学習と混合させ日常的な授

業にも取り組むことも可能かと思われる。大変な思い

をさせられたコロナ禍の遠隔授業であったが、学ぶこ

とも多く、将来的には「いい経験であった」と言える

ことを願って止まない。

注

１）英語英米文化学科では数年前から、連絡用に最初

の学科オリエンテーションで当該学年のLINEグルー

プを作成し、頻繁に学科の連絡用に使用している。

この参加者と当該の授業の履修者がほぼ一致するた

め、このグループが全体的な授業のフィードバック

や情報提供の徹底に役立っている。

２）２つの特定の授業では、エッセイと英語での音声

ファイルの課題があったため、200人程度の学習者

に対して、300件のフィードバックを返す必要があっ

た。
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Abstract

Theworld-widespreadofthenewcoronavirusinfection,COVID-19,forcedus

toconductmostcoursesonline.Amongthecoursestheauthortaughtonlinewas

anintroductoryfreshmancourse,“Cross-CulturalCommunicationA.”This

courserequirestheparticipantstothink,feel,andactinawaydifferentfrom

howtheyusuallydointheirhomeculture.Buthowcantheyachievethisgoalby

simplyreadingslidesonaLearningManagementSystem?Bydrawingon

MeaningfulLearningTheoryandSelf-DeterminationTheoryaswellassome

relatedlearningtheories,theauthorhadthelearnersmakeslidesthemselves,

demonstrateandteachwhattheyhadlearnedtotheirfamilymembers,write

essaysontheircross-culturalexperiencesaftereverylesson,andreportonvideo

clipsthatstimulatetheiremotionalbehavioramongothers.Healsotriednotto

teachtoomuchtoencouragetheirautonomy,andadaptedauniqueevaluation

systemofwhichthepurposewastoaddpointsforwhattheyhadlearned,and

refrainedfrom penalizingforwhattheyhadnotlearned.Inthisway,most

studentstriedveryhardtoreceiveextrapoints.Asaresultthecoursewasvery

wellreceived.Thispaperdepictssomeattemptstomakethison-demanddistance

learning courseasparticipatory and student-centered aspossible.Some

drawbacksandpointstoimprovearedescribedaswell.
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